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先々週の出席率 
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会員52名中34名

新潟県教育庁文化行政課　

3/5 燕ＲＣへ 船久保孝志君　加藤峰孝君

3/7

86.00%（2/23）

R財団ミーティング（新潟）へ 　田代徳太郎君

佐渡を世界遺産にする新潟の会　常任幹事   廣川隆夫 様

　       　  　世界遺産登録推進室　参与　　吉田　博 様
ゲ ス ト 

皆さん、こんにちは。 

本日は市内４クラブ合同例会に多数ご出席いただきま

してありがとうございます。今年度幹事クラブであります

三条ＲＣ会員を代表いたしましてお礼を申し上げます。 

また、昨年の 9 月 20 日に開催しました「第４分区ＩＭ」

には皆様方からのご協力により無事終了することが出来

ました。ロータリアンの友情に感謝・感謝です。本当にあ

りがとうございました。 
 

本日、3 月 11 日は東日本大震災が発生した日です。 

2011 年 14 時 46 分 18.1 秒 日本の太平洋三陸沖を震

源として発生した地震です。 

あれから 4 年が過ぎようとしている現在、復興はなかなか

進んでおりません。一日でも早い復興を願うばかりです。 
 

本日の講演は「佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて」と

題しまして新潟県教育庁文化行政課 世界遺産登録推進室 

参与 吉田 博 様よりご講演いただきます。 

吉田様、よろしくお願い申し上げます。 

昨年 6 月には群馬県の富岡製糸場と絹産業遺産群が産

業遺産、近代化遺産として登録されました。新潟県にも是

非世界遺産登録を実現し、観光と遺産の保護になればと思

っております。短い時間でありますが、一人でも多くの

方々に関心をいただければと思います。 
 

本日はありがとうございました。 

市内４ＲＣ合同例会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

❍ 従来の世界遺産の特徴 

・規模が大きい        

・見た目が美しい        

・膨大な費用がかかっている 

・歴史的に永続性がある    

・ある時代の為政を特徴づける 
 

❍ 現在の世界遺産の状況                                                                   
（2014 年 7 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

❍ 現在の日本の世界遺産の状況 

 
 
 
 
 
 

 
❍ 我が国における世界遺産（18 件） 

・文化遺産（14 件：文化庁） 

① 法隆寺地域の仏教建造物（H5）    ② 姫路城（H5）     ③ 古都京都の文化財（H6） 

④ 白川郷、五箇山の合掌造り集落（H7） ⑤ 原爆ドーム（H8）  ⑥ 厳島神社（H8） 

⑦ 古都奈良の文化財（H10）  ⑧ 日光の社寺（H11）  ⑨ 琉球王国のグスク及び関連遺産群（H12） 

 「佐渡金銀山の 

世界遺産登録に向けて」 
 

世界遺産とは、人類共通の財産として保護し、未来へ引き継ぐべき宝物（文

化財、遺跡、自然）のことです。世界遺産には「文化遺産」、「自然遺産」及び

両方の要素を満たす「複合遺産」の 3 種類があり、ユネスコ（国際連合教育科

学文化機関）が世界遺産条約に基づき登録を行なっています。 

新潟県教育庁文化行政課 

世界遺産登録推進室 

参与  吉  田   博 様 

 

世界遺産とは 

平成 18（2006）年から新潟県と佐渡市は、佐渡金銀山の世界文化遺産登

録を目指して共同で調査研究を行ってきました。平成 22（2010）年に「金

を中心とする佐渡鉱山の遺産群」という名称で、世界遺産暫定一覧表※に記載

され、正式な世界文化遺産候補となりました。 

現在、構成資産候補の保護や整備の方法を検討するとともに、ユネスコへの

提出を目指して、推薦書案作成に取り組んでいます。 
※各国がユネスコに提出する世界遺産候補の一覧表であり、この中から世界遺産が登録さ

れます。 

佐渡金銀山はユネスコの世界文化遺産登録を目指しています 

世界遺産の歴史 

世界遺産の現状 

 

・
190

・
文化遺産 759 ＋ 21

自然遺産 193 ＋ 4

複合遺産 29 ＋ 1

合　計 981 ＋ 26

世界遺産条約締約国

世界遺産

・登録済 文化遺産 14

自然遺産 4

18

・暫定リスト 文化遺産 11

自然遺産 1

合計

日本の世界遺産一覧 

 



⑩ 紀伊山地の霊場と参詣道（H16）  ⑪ 石見銀山遺跡とその文化的景観（H19）  ⑫ 平泉（H23） 

⑬ 富士山（H25）          ⑭ 富岡製糸場と絹産業関連遺産（H26） 

 
・自然遺産（4 件：環境省） 

① 屋久島（H5）   ② 白神山地（H5）   ③ 知床（H17）   ④小笠原（H23） 

 
 

❍ 現在暫定リストに入っているもの（11） 

① 武家の古都・鎌倉（H4）   ② 彦根城（H4）   ③ 飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群（H19) 

④ 長崎の教会群とキリスト教関連資産（H19）   ⑤ 国立西洋美術館本館（H19) 

⑥ 北海道・北東北を中心とした縄文遺跡群（H20） 

⑦ 明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域（H20） 

⑧ 宗像・沖ノ島と関連遺産群（H20）   ⑨ 金を中心とする佐渡鉱山の遺産群（H22） 

⑩ 百舌鳥・古市古墳群（H22）   ⑪ 平泉（H24）（拡張） 

 

 
 

 

ⅰ) 人類の創造的才能を表す傑作 

ⅱ) 建築、科学技術、記念碑、都市計画などの発展に重要な影響を与えた、ある期間にわたる価値観の交流を 

示すもの 

ⅲ) ある文化的伝統又は文明の存在を伝承する物証として無二の存在（少なくとも稀有な存在） 

ⅳ) 歴史上の重要な段階を物語る建造物、科学技術の集合体、景観の代表 

ⅴ) あるひとつの文化（又は複数の文化）を特徴づけるような伝統的居住形態若しくは土地利用形態を代表す 

る顕著な見本 

ⅵ) 顕著な普遍的な意義を有する出来事(行事)、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、或いは文学的作品と 

直接または実質的関連があるもの 

 

 

ⅶ) 最上級の自然現象、または類い希な自然美・美的価値を有する地域 

ⅷ) 生命進化の記録や、地形形成における重要な進行中の地質学的過程など、地球の歴史の重要な段階を代表

する顕著な見本 

ⅸ) 生態系や動植物群集の進化、発展において、生態学的あるいは生物学的過程を代表する顕著な見本 

ⅹ) 絶滅のおそれのある種の生息地 

 

 

・顕著で普遍的な価値を持つこと   Outstanding Universal Value 

・完全性   Integrity  
・真正性   Authenticity 

 

 

 

 

1．遺産の種別にみる不均衡  

○ 石造建築物への特化            ○ 欧州中世への特化 
        

        ２．文化遺産と自然遺産との間にある数的不均衡   3．地域間にある遺産の数的不均衡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本の世界遺産暫定リスト一覧 

 

世界遺産になるための基準 

遺産の登録基準 －文化遺産として― 

 

遺産の登録基準 －自然遺産として― 

 

世界遺産として認められるための重要な要件 

 

世界遺産に対応する世界の流れ 

世界遺産一覧表に見る問題点 

 

複合遺産 

(29／3.0%) 

自然遺産 

(188／9.5%) 

文化遺産 

(745／77.5%) 
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世界遺産一覧表における不均衡の是正及び代表性、信頼性の確保のためのグローバルストラテジー 
 

❍ 産業遺産    

・・・人類の科学技術の発展と産業活動 

の進展の成果を例証するもの 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❍ 20 世紀の建築  

・・・ 新しい時代の資産の代表 

❍ 文化的景観     

・・・  文化と自然の中間的存在 

／人類と地球との共生 

 

 

 

 

 

アイアンブリッジ  

（イギリス 1986 年世界遺産登録）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバル・ストラトジー（1994 年(Ｈ６)） 

見直された世界遺産 ― 産業遺産 

世界の産業遺産 

コーンウォール 

（イギリス 2006 年世界遺産登録） 



フェルクリンゲン 

（ドイツ 1994 年世界遺産登録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

レーロース（ノルウェー 1980 年世界遺産登録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

① これまでの佐渡の遺産 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ファールン （スウェーデン 200１年世界遺産登録） 

 

新たな佐渡の価値 

佐渡を見る新たな視点   佐渡の世界遺産を世界に出すために 

② 近代化の遺産 

 

道遊の割戸 

北沢火力発電所 

北沢シックナー 

北沢浮遊選鉱場 

大立竪坑 



③ 街並みの保存、管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐渡の新たな価値とは    ― 鉱山の歴史をすべて語ることのできる佐渡 

・全ての鉱山技術が存在した佐渡        ・独特な街並みが形成され、それが残っている佐渡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❍ 400 年以上の長期にわたって、国内外の採掘技術を導入発展させ、遺跡・建造物・都市などの文化的伝統

を形成している。 

❍ 近世から近代にかけて、鉱山技術のすべての段階が検証できる鉱山群である。 

❍ 佐渡で造られた金貨幣が、江戸幕府、明治政府の社会・経済体制の基礎となり、やがて金本位制を基準とす

る国際経済にも大きな影響を与えた。 
 

世界遺産までの道のり 

文化遺産の推薦・登録の手続き 

追加すべき資産について 

文化審議会世界文化遺産特別

委員会において調査・審議 

今後世界遺産として推薦すべ

きだと決定したものを、国内

における暫定一覧表に掲載 

「暫定一覧表」のうち、 

条件が整った資産について 

推薦書を作成 

我が国として推薦を決定 

（文化審議会、世界遺産条約

関係省庁連絡会議） 

世界遺産委員会に推薦書を提出 

現在、1 回の委員会における各国の推薦物件は 2 件まで 

（うち 1 件はできれば自然遺産） 



❏ ICOMOS の審査の経緯

・ 推薦書を受諾 

・ 世界各国の ICOMOS 関係者に書類審査を委託 

・ ICOMOS 関係者による現地視察 

（通常翌年の７～９月） 

・ ICOMOS による審査結果の発表 

（通常、翌々年の４～５月） 

 

 

❏ 世界遺産委員会による審査結果 
 

・ 登録       登録 

・ 情報照会   登録には不十分だが、疑問点に答えて、翌年再提出。 

・ 登録延期     登録には未熟。再挑戦を求める。（最初のプロセスに戻り、再審査に最低２年かかる。） 

・ 不登録      委員会には２度と出してこないように。 
 

❐ 佐渡金山の現状と今後 

❍ 推薦書を完成・国へ提出       H 27 年 3 月 

❍ 文化庁として推薦を決定        H 27 年 7～9 月 

❍ 世界遺産委員会に推薦書提出    H 28 年 1 月 

❍ ICOMOS 関係者による現地視察 H 28 年 9 月        

❍ ICOMOS による審査結果の発表 H 29 年 4～5 月 

 

❍ 世界遺産というものに対する理解を深める。 

❍ 地域の宝に対する理解と誇りを持つ。 

❍ 優れた遺産の中で生活しながら、どう保存し、子孫に伝えていくか。 

❍ 観光に限らず、どう活用し、発展させていくか。 

❍ 地域の誇りを県内に、国内に、海外にどう発信させていくか。 
 

世界への価値の発信

❍ 世界に向かって、日本の世界遺産候補が真に価値あるものであるということを伝えていく。 

❍ 世界に認識してもらえるように、アジアの世界遺産やその候補と連携して、東洋的遺産の意味や意義を広

く理解してもらう。 

❍ 世界の重要な遺産と提携し、人類として世界遺産の保全や管理について貢献していく。 

lCOMOS*（イコモス：国際記念物遺跡会議）に 

よる審査（現地審査を含む） 

*世界遺産条約に定める世界遺産委員会の諮問機関で、

推薦資産の価値評価をはじめ、 

登録遺産の保存管理状況等に関し、 

世界遺産委員会に対して勧告を行う非政府機関。 

世界遺産委員会で審査・

登録の可否を決定（！） 

❏ ICOMOS による審査結果の 4 段階

・登録 

 登録を勧めるが、ICOMOS としては条件を出すこと 

もある。 

・情報照会 

 登録には不十分だが、疑問点に答えて、翌年再提出。 

・登録延期 

 登録には未熟。再挑戦を求める。 

            （再審査に最低 2 年かかる。） 

・不登録 

 本審査に出してもいいが、失敗したら２度と出せな 

い。 

 

「佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議」 

会員団体の取り組み事例 
 

• 維持・管理のための寄付 

• 名刺にロゴマークの使用 

• 県・市で用意されたポスターの掲出 

• 佐渡金銀山周辺でのボランティア活動 

• 社員の意識啓発活動としての講演会の開催 

• 県・市主催の行事への社員の積極的参加 

• 会社の作成文書に「私たちは佐渡金山の世界

遺産活動を支援しています」と印刷 

• 会社内外の様々な活動にパネルなどの展示 

 



 

 
新潟県教育庁文化行政課 

世界遺産登録推進室 参与 吉田 博 

 

県内各高等学校で英語を指導。長岡市教育委員会教育部長、県立阿賀黎明中学校・高等学校長、県教育庁文化

行政課長兼世界遺産登録推進室長、県立新潟中央高等学校長を経て、平成 22 年 4 月より現職。 

世界遺産関連の実績・人脈が高く評価されており、世界遺産に関して県内屈指の知見の持ち主として、国内外

の学術会議や講演会等で精力的に活動している。 

 

 

 

次週例会    ３月 23 日 通常例会 「卓話」新潟県財務事務所 所長 高浪 政夫 様 

                                             『マイナンバー制度について』 

次々週例会   3 月 30 日  クラブ休会  

次々々週例会 4 月 7 日 通常例会 「新会員卓話」 大林培男会員    

一 陽（田中悌司君） 

彦 山（馬塲信彦君） 
2008年新春作品  

兼題 「ぬるめ酒」 

三条南ロータリークラブ週報 

終わりに 

世界遺産は総合遺産 

・・・生活していること自体が世界への誇り 

講 師 紹 介 

4ＲＣ合同例会  12：30 開会点鐘  会場：ジオ・ワールドＶＩＰ   出席総数：137 名


